

ブラウンバッグ運動の推進
病院の処方薬、市販の薬（OTC薬）、サプリメント、健康食品など、私たちは日常的にさまざまな薬を服用しています。それだけに「薬がたまって困る」、「薬の効果がよくわからない」、「前と同じ薬をもらいたいが名前を忘れた」、「副作用が不安」、「複数の薬を同時に飲んでも大丈夫？」など、薬に関する悩みや相談も増えています。
このような問題を少しでも解消しようと、自治会では地域の薬局と協力。昨年度から『ブラウンバッグ運動』」を推進してきました。
総合的な薬のチェックで健康管理
ブラウンバッグ運動とは、自分で服用している薬類を袋に入れて薬局へ持参し、薬剤師に服薬指導などを受ける運動のことです。1980年代にアメリカで始まったとき、茶色の紙袋が使われたことから、この名が付きました。
重複薬の確認、残薬の管理、飲み合わせのチェック、服用のアドバイスなどを受けられるため、みなさんの健康維持に役立ちます。処方薬だけでなく、補助的なサプリメントや健康食品も含めて総合的に判断するところも評価されています。
昨年度、自治会では30名程度の利用を見込んでいました。会報や掲示板でもお知らせして周知に努めましたが、実際の利用はわずか5名。調査をしてみると、「自宅にあるすべての薬を探し出すのが面倒」という声が圧倒的に多く、これが利用を阻む大きな原因だと判明しました。
[bookmark: _GoBack]ご利用のサポート体制、整えました
自治会のボランティア事務局では、ブラウンバッグ運動を利用しやすくするための、さまざまな取り組みを始めています。
7月からは、利用を希望する方のお宅に出向き、薬の収集と袋詰めをお手伝いするサービスを開始しました。まず、ボランティアスタッフが聞き取りをしながら、家に保管してある薬を洗い出して集めます。それを利用者の方と確認しながら、袋に詰めていくのです。
このサポートにより、1カ月間で8名もの方にブラウンバッグ運動を体験していただけました。スタッフ一同、その効果に驚きと喜びを感じています。利用者の方からも「薬を適切に服用できるようになった」、「無駄な投薬をカットできた」、「健康相談にも乗ってもらえてよかった」などのお声が寄せられました。
薬局への持参に不安がある場合はスタッフが付き添い、薬剤師さんのお話を一緒に聞くこともできます。ご希望の方は、お気軽にボランティア事務局までお申し出ください。
